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会的世界」が喪失され取り込まれるのだが、この「心的理想化」は権力を外的対象としては「消去」するからであ 。「心的理想化」の過程を通じて、社 権力はいわば「埋葬される」の 、これは一種の「反抗」なのだ。ここで重要なのは、権力は主体 単に「内面化 されるということではなく 言説が「隠され 向きを変えられ 運動を通じてのみ」||す わち、メランコリック・タ
1
ンを通じてのみ||「心的
になる」(、
h~J
喝・33
ということである。
同一化の過程にはこのような「喪失」の「歴史性」が見いだされる。「そのような見方において、「リビド
1」と「固着」は::決して十分には回
復されない歴史性を持つものとして知覚される」
qhhJ
唱・3S
。したがつ
て、「両価性の心的地勢学のなかに含まれる、隠された社会的テクスト 、主体の形成における様々 種類の系譜学を要求する」可ト
hJ
てま)ので
ある。おわりに
フ
l
コ!の権力論と精神分析理論とを接合するこのような試みは、パ
トラ
l
が言うようにその理論家双方から「避けられ続けた仕事」
qh~J
同M凶)である。この仕事を理論化した点は、彼女の功績として大いに評価されるべきだろう。さらに、この仕事は『ジェンダ
1
・トラブル』以
降のパトラ
1
思想の動向を考える上でも貴重なものである。
しかし、それは新たな疑問を呼び起こす、ものでもある。「起源」が「喪
失」であるにせよ、それはパトラ
lが批判していたはずの「主体の普遍性」
の議論であることは否めない。彼女は近年「普遍性」についてよりいっそう踏み込ん 考察しており、これらの考察も議論の組上に載せた上で、さらなる研究が必要になるだろう。註(1)
ジユディス・バトラ
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